葛飾区立東金町中学校

「ぼくらの住みか」

作　浅田七絵

敦子　　　猫好きの中学生。

咲苗　　　敦子の親友。

クロ　　　黒猫

シロ　　　白猫

トラ　　　トラ猫

ボス　　　この縄張りのボス。メス猫。

ブッチ　　ブチ柄の猫。ボスの子。

チビ　　　子猫。

メソ　　　アメリカンショートヘア。飼い猫。

佐伯　　　学生。ボランティア同好会の会長。

稲村　　　学生。ボランティア同好会の副会長。

雨宮　　　学生。ボランティア同好会のメンバー。

瀬戸　　　学生。ボランティア同好会のメンバー。

長谷川　　学生。ボランティア同好会のメンバー。

中学生１～３　　　　　敦子と同じ学年の女子中学生たち。

男１・２　　　　　　　男子学生。

公園課１・２　　　　　先輩と後輩。

マッチョ＆リーゼント　佐伯と稲村の彼氏。

小学生＆母親　　　　　猫好きの少女とその母親。
猫たち　　　　　　　　公園に住む猫たち。結構たくさんいる。

一場

音楽、幕開け。秋の夜の公園。敦子が餌を公園に置きにやってくる。

猫たちが集まる。大勢楽しそうに踊っている。

踊りが最高潮に達した時、稲村登場。

稲村　　　うるさーい！

猫たち、一斉に退場。物陰に隠れるクロシロトラ。

稲村　　　全く、こんなに猫が来てる。

　辺りをうかがいながら猫たちが出てくる。

クロ　　　行ったか？

シロ　　　行ったね。

トラ　　　もう大丈夫？

シロ　　　うん。

クロ　　　よし、腹ペコだ！喰うぞ！

シロトラ　うん！

　そこにボス登場。

ボス　　　待ちな！

三匹　　　姉御！

ボス　　　がっつくんじゃないよ。

三匹　　　はい。

トラ　　　どうぞ。

クロ　　　今日もうまそうですよ。

ボス　　　バカ。あたいじゃないよ。あたいの縄張りで生きていくん
なら、ルールは守らなくちゃね。まずはチビから食べさせ
な。おい、ブッチ。

ブッチ　　お母ちゃん。

ボス　　　お前からだよ。

ブッチ　　はーい。

　ブッチ、餌を食べ始める。

ブッチ　　ごちそうさま。あたしもういいよ。美味しかった。

ブッチが離れると、三匹が近寄る。

ボス　　　待ちな。

三匹　　　はい～。

　ボス、悠々と餌を食べ始める。

シロ　　　ねえブッチ、今日のご飯はどんなやつ？

トラ　　　カリカリしてた？

ブッチ　　美味しいよ。お魚の味がするやつだったよ。

クロ　　　おい、俺たちの分も残してあるだろうな。

ブッチ　　まだあるよ。

クロ　　　いいよなお前は。ボスの子だからって、いっつも一番だも
んな。

ブッチ　　へへ～。

シロ　　　ああ…バクバク食べてるよ。

トラ　　　あんなに食べたらお腹が丸くなって、

クロ　　　塀に登れなくなっちまうのにな！

三匹　　　にゃーはっは。

ボス　　　（怒る）

三匹　　　はい！

ボス　　　あたいの悪口かい？

三匹　　　（否定）

ボス　　　（睨みつけて）まあいい。食べな。

三匹　　　はーい。ありがとうございます、姉御！

　三匹食べ始める。

ボス　　　行くよ、ブッチ。（去る）

ブッチ　　じゃあね～。（去る）

　音楽。ブルー暗転。夜の猫たちの様子。

クロ　　　僕たちの住みかだ。

シロ　　　人間達は公園って呼んでるところ。

クロ　　　いろんな人間が集まるところ。

トラ　　　明るいうちは、

ブッチ　　小さな子供にお母さん。

トラ　　　お日様が真ん中を過ぎると

ボス　　　だんだん大きな子がやってくる。

猫たち　　でも、人間だけじゃない。僕たちもいる。僕たちの住みか
だ！

二場

朝の公園。クロ・トラ登場。餌を探す。

クロ　　　くそ、無いな。この頃噂聞きつけて、他の連中も集まって
きてるからな。

トラ　　　残ってないの？

クロ　　　ま、夜まで待てばいいさ。

トラ　　　もっとたくさんくれるといいのに。

クロ　　　あの味知ったら、他の飯は食えねえよな。

シロ登場。

シロ　　　そんなこと言って、こないだまでありついてたご飯に、

ふにゃふにゃになってたのは誰だったかな～。

クロ　　　なんだと！馬鹿にしてんのか？

シロ　　　あたしは事実を言ってるだけ。くっさ～い袋をガッサガッ

　　　　　サ漁ってさ。

クロ　　　この、香り。このボディ。にぼし～お前に会いたかったぜ
～！

シロ　　　って煮干抱きしめながら喜んでたじゃない。

クロ　　　なにを～お前だって食っただろ！

　

クロ・シロ追いかけっこを始める。敦子出てきて、

猫じゃらしを揺らしている。トラ、近寄っていく。

シロ　　　トラ、近寄っちゃだめだよ。

トラ　　　うん。（と言いつつ近づく）

シロ　　　トラ！

トラ　　　だって～！

　トラを止めようとするシロ。暴れるトラ。

クロ　　　あ！この人、夕べご飯持ってきた人だ！

敦子　　　いいね。君たちは元気で。仲良くて。

猫たち　　…。

敦子　　　そっちの黒猫くんと白猫くんも、こっちへおいでよ。

猫たち　　…。

敦子　　　昨日のご飯、食べた？また持ってくるからね。寒くなるけ
　　　　　ど頑張るんだよ。ほら、何もしないからこっちおいでよ。

　そこに中学生登場。敦子は居心地悪くなる。

中学生１　だれもいない？

中学生２３　いないいない！

中学生１　いるじゃん。

中学生２　あ、ホントだ。

中学生３　ま、あいつなら大丈夫っしょ。

中学生２　無視無視～。

中学生１　そだね。じゃーん！これ！

中学生２　あ、お菓子。

中学生３　違反だ。

中学生１　まあ、見てよ。

中学生２　あ、新製品。

中学生全　「ポッチー海味」

中学生２　海の味。　

中学生３　って塩味？

中学生１　さ、食べよ食べよ。

中学生３　せーの。

　同時に食べる。大げさなリアクションで苦しむ。

中学生１　舌に絡む、この粘り。

中学生２　鼻に抜ける、生臭さ。

中学生３　喉を突き上げる、昆布の旨み。

中学生全　まずすぎる！

中学生３　なにこれ。

中学生２　海藻の味。

中学生１　わかめじゃん。

中学生全　ありえなーい。

　中学生たち、お菓子の箱を捨てて去る。敦子、中学生たちが捨てたゴミをゴミ箱に捨てる。

敦子　　　…もったいない。買わなきゃいいのに。…ってなんで言え
ないんだろ、私。

　咲苗登場。

咲苗　　　ごめん！おまたせ。

敦子　　　…おはよう。

咲苗　　　どうかした？

敦子　　　なんでもない。

咲苗　　　今日も猫いたの？

敦子　　　うん、三匹。

咲苗　　　敦子は本当に猫好きね。

敦子　　　うん。

咲苗　　　さてと、遅れるし、行こうか。

敦子　　　…うん。

咲苗　　　どうしたの？

敦子　　　…行きたくないな。

咲苗　　　あの人たちは気にしないほうがいいよ。

敦子　　　うん。…でもしんどいよ。

咲苗　　　ガツンと言ってやるとか。

敦子　　　言えたら苦労してないよ。なんか疲れちゃった。

咲苗　　　元気出して。ほら行こう！

敦子　　　いいよね、猫は。こうして一日中自由で。私も猫になりた
いよ。

咲苗　　　マジで遅れるよ！毎日猫だったら、退屈で死んじゃうよ。

　敦子を引っぱって咲苗去る。クロ、物陰から出る。

クロ　　　なあ、トラ俺にも貸せよ。

トラ　　　あ、返してよ！ユラユラ～。

　猫じゃらしを奪い合う二匹。一軒の家の窓に猫が現れる。

メソ　　　うるさいな。これだから下品な連中は嫌なんだよ。

クロ　　　うわ、嫌な奴でた。

メソ　　　お前たちがうるさいから寝てられないだろ。

シロ　　　悪かったわね。

メソ　　　下品なお前らは、静かにあっちに行ってろよ。

シロ　　　下品って言わないで！

トラ　　　そうだよ。僕ら結構きれいにしてるんだよ。毎日顔洗うし。

メソ　　　顔洗うったって、手でこねくり回すだけだろ。それに、
落ちてるもんばっかりよく食べられるよな。だから下品っ
て言ってるんだよ。

シロ　　　しょうがないでしょ！

メソ　　　下品下品下品～。

シロ　　　あたしたちだってね、ここんとこ人間がご飯くれるんだか
ら！

トラ　　　カリカリなんだよね。

メソ　　　お前たちのは安いヤツ。僕は毎日「ドンプチ」食べてるけ
どね。ああ、柔らかくて旨いよなあ。

シロ　　　何が言いたいのよ！

メソ　　　だから、君たち下々の者とは違うんだよ、僕は。下品な
連中が家の前でギャーギャー騒ぐのは目ざわりなんだよ。

シロ　　　もう怒った。出てきな。決闘だよ！

メソ　　　何を熱くなってるんだよ。優雅な僕が力で勝てるわけない
だろ。あ、ママが呼んでる。「ドンプチ」の時間だな。
じゃあな、静かにしてろよ。（去る）

シロ　　　嫌な奴。クロも何とか言ってよ！

クロ　　　気取ったやつはほっとけよ。それより腹減ったな。

シロ　　　ちょっと！

クロ　　　お、向こうから人が来たぜ。

トラ　　　またなんかくれるかな。

クロ　　　さあ、どうかな？

そこに、小学生が来る。

小学生　　あー猫！かわいい！

猫たち　　…。

小学生　　お腹すいてるの？

クロ　　　減ってる！

小学生　　鳴いた！かわいい！ちょっと待っててね。

　小学生、去る。

シロ　　　ちょっと、クロ大丈夫？

クロ　　　この俺の魅力で、メシを頂戴してやるからな！

トラ　　　頑張ってクロ！

シロ　　　危ないって。

すぐに母親を連れてくる。

小学生　　お母さん、早く！

母親　　　なんなの急に。何が大変なの？

小学生　　いいから、いいから、これ、見て。

母親　　　…猫だね。

小学生　　うん、猫。

母親　　　…それで？

小学生　　かわいいでしょ？

母親　　　なんか気持ち悪いね。

小学生　　そんなことないよ。ねえ、お母さん。

母親　　　だめ

小学生　　まだ何も言ってない。

母親　　　だめ。

小学生　　この子、人懐っこいよ。お腹すいてるんだよ。

母親　　　お母さんも、お腹ぺこぺこ。朝ごはんの途中ったんだから。

（帰ろうとする）

小学生　　お母さんは大丈夫。この子は死んじゃうよ。

母親　　　大丈夫よ。野良猫は強いんだから。

小学生　　お願い！

母親　　　ウチじゃ無理。

小学生　　ほしい！

母親　　　猫飼うったってタダじゃないのよ。餌代いくらかかると
思ってるの？

小学生　　知らない！

母親　　　うちにはそんな余裕ないのよ。ね、お金かかるの。

小学生　　お母さん、こないだ一人でステーキ食べてたこーんなの。

母親　　　ドキッ。なんで知ってるの。

小学生　　学校帰りに、レストランにいるの、見た。

母親　　　ドキッ。

小学生　　余裕ないなんてウソウソ！ほしいほしい！

母親　　　もう、そんなに猫がほしいなら、ぬいぐるみ作ってあげる
から！キティちゃんなんかどう？

小学生　　やだ！お母さん下手だもん。どうして目玉の親父にまつ毛
　　　　　が生えてるの？

母親　　　お母さんもがんばったのよ！もう、遅刻するでしょ！
（ひっぱる）

小学生　　やだ！猫ほしい！

母親　　　学校行くわよ！（引きずる）

小学生　　猫～！

　引きずられて去る親子。

シロ　　　だから危ないって言ったでしょ。

トラ　　　連れて行かれるところだったね。

クロ　　　何かくれると思ったのに。

シロ　　　そういう人間だけじゃないんだよ。

トラ　　　いろんな人がいるんだね。

メソ　　　（出てきて）連れて行かれればよかったんだ。残念だった
な。

クロ　　　また出た。

シロ　　　ちょっと、今何て言ったのよ。

メソ　　　人間と暮らせば、お腹すくこともないしさ。

トラ　　　でも、ずっと閉じ込められるんでしょ。

メソ　　　飢えずにはすむんだ。なかなか快適だよ。お前たちも優雅
な生活の仲間入りだったのに、残念だったな。（去る）

シロ　　　余計なお世話！あたし達は自由にやってるんだから。トラ、

行こう！

トラ　　　うん。（二匹去る）

クロ　　　また夜になればメシももらえるしな。自由気ままで快適快
適。これが俺らの生き様さ～。

三場

　

音楽。ゆっくりと昼の公園へ。公園課の人間「ネコに餌をやらない
でください」と書いてある立て札を立てに来る。トラ出て、猫じゃ
らしで遊んでいる。

トラ　　　どうしても、抗えない、この誘惑。

　そこに、チビが登場し、トラにまとわりつく。

トラ　　　うへえ。なんだよ見かけない奴だな。どっからきたんだよ。

　シロ登場。

シロ　　　こら、チビ！勝手にフラフラしたら危ないでしょ！

チビ　　　ごめんなさーい、お姉ちゃん。

トラ　　　シロの兄弟？

シロ　　　そう、こないだ産まれた弟。他の子たちはまだお母ちゃん
から離れないんだけど、この子だけはチョロチョロしてて。

トラ　　　へえ、まだちっちゃいね。

チビ　　　こんにちは。

シロ　　　チビ、トラだったからよかったけど、いきなり大きな猫に

近寄っちゃだめだよ。シャーって引っ掻かれちゃうからね。

チビ　　　わかった。いきなり大きいのに近づかない。トラなら平気。

引っ掻いても大丈夫。

トラ　　　なんか、ちがう。

　ボス、ブッチ登場。

ボス　　　見かけないのがいるね。

チビ　　　怖い。でかい。丸い。

シロ　　　チビ！

ボス　　　丸い？

チビ　　　…怖い。でかい。

ボス　　　丸い～？

チビ　　　ひっかく？

ボス　　　…引っ掻かないよ。守ってやるのさ。特にあんたみたいな
チビ介をね。

チビ　　　かっこいい！

ボス　　　かっこいい？かわいいこと言うね。

シロ　　　姉御、すみません。あたしの弟のチビです。

ボス　　　ふうん。よし、気に入った。みんなに紹介してやるよ。
ついておいで。

シロ　　　チビ、行儀よくね。

チビ　　　うん！

ブッチ　　あたいはブッチ。

チビ　　　よろしく！

　ボス、ブッチ、チビ去る。

トラ　　　チビと行かなくていいの？

シロ　　　姉御がいるから大丈夫だよ。

トラ　　　そっか。

シロ　　　それよりあたしのお母ちゃんの方が心配。弟たち産んで
から、ちょっと調子悪くて。

トラ　　　心配だね。シロとクロのお母ちゃんは優しいから好きだよ。

僕が近寄っても怒らないし。

シロ　　　でもね、あたし達が大きくなってきたら冷たいんだよ。
弟たちのが大事みたい。

トラ　　　でもさ、お母さんがいるってだけでもいいよね。

シロ　　　そっか、ごめん。トラのお母さん、いないんだった。

トラ　　　うん。車ってのは怖いよね。たくさんの仲間があれにやら
れてるんだってさ。
クロ登場。

クロ　　　大変だ！

トラ　　　どうしたの？

クロ　　　お母ちゃんが。

シロ　　　お母ちゃんがどうしたの？

クロ　　　お母ちゃんが連れてかれた。人間が来て。

トラ　　　なんで！

クロ　　　俺とお母ちゃんは、とっさに逃げたんだ。でもチビ達が
捕まった。

シロ　　　お母ちゃんは？

クロ　　　チビ達が気になって、お母ちゃんは戻った。そしたら、袋
みたいなので捕まった！

猫たち去る。

四場

音楽。夜の公園。敦子、餌をやりに来る。しかし、佐伯と稲村が
来て追い返される。佐伯・稲村も去る。そのまま朝の公園に。学生
グループ出てくる。

稲村　　　ここよ、ここ。

佐伯　　　我らボランティア同好会、次のターゲットはここよ。

学生たち　うん。

佐伯　　　夜になると、こっそり餌をやりに人影が見えるの。

学生たち　うん。

佐伯　　　そうなるともう大変。あっちからニャー、こっちからニャ
ー、どこからともなく集まって来ちゃって。

学生たち　うんうん。

佐伯　　　公園じゅう猫のトイレになっちゃって、窓開けたら猫の
フンだらけ。

学生たち　フンだらけ！

瀬戸　　　そりゃ大変だわ。

長谷川　　え、なんでなんで。

瀬戸　　　だって臭いでしょ。

稲村　　　そう、衛生的にも良くないってわけ。次はこの問題を何と
かするわよ。

学生たち　わかった。

雨宮　　　会長と稲ちゃんで見つけたの？この問題。

佐伯　　　実はね、

稲村　　　私が会長に相談したの。

長谷川　　稲ちゃんが？

稲村　　　私の家、この公園に面してるんだけど、

佐伯　　　フンの匂いで窓も開けられないんだって。

稲村　　　近所の人も、子どもを砂場で遊ばせられないって言ってた。

雨宮　　　追い出せないの？猫。

佐伯　　　公園課に電話しても、ちっとも動きゃしないんだって。

役所はダメね。

稲村　　　そこで、昨日直談判に行ったのよ。

佐伯　　　あたしたちの彼氏も連れてね。

雨宮　　　いいかも！二人の彼氏さん、いかついもんね。

長谷川　　で、どうだったの？

　音楽。回想シーン。公園課２出てくる。

稲村　　　だから、困ってるんですよ。

公園課２　はあ。

佐伯　　　猫のフン臭くて、窓も開けられないって、これって衛生上
よくないですよね？

公園課２　はあ。

稲村　　　だから、なんとかしてくれって、何度も電話してるんです
けど。

公園課２　はあ。

稲村　　　だめだこりゃ。埒が明かない。ちょっと、出番だよ。

　マッチョが出てくる。

稲村　　　ちょっとビシッと言ってよ。

マッチョ　…ビシーッ！

公園課２　上の者を呼んで参ります。

瀬戸・雨宮・長谷川　　効いたよ。

稲村　　　やるね。

公園課２、公園課１を連れてくる。

公園課１　申し訳ありません。何か失礼がありましたか？

　公園課２、公園課１に耳打ち。

公園課１　わかりました。対策をよく練った上で、後日対処いたしま
す。

佐伯　　　ちょっと、出番よ～。

　リーゼント登場。

リーゼント　…。

マッチョ　ビシーッ！

公園課１　はい！今すぐに対処させていただきます。

　マッチョ、リーゼント、公園課去る。回想終了。

雨宮　　　ホントに～？

佐伯　　　だから、これよ。（看板を指す）

雨宮　　　「猫に餌をやらないでください」

長谷川　　これで安心ね。

稲村　　　そうでもないのよ。会長と家から見張ってたら夕べも人影
　　　　　が見えたの。

瀬戸　　　犯人わかった？

佐伯　　　どんな奴かと思ったら、中学生だった。

稲村　　　女の子。注意したら逃げたけど。

瀬戸　　　なんだ、子供。

稲村　　　まったく、住んでる人の気にもなってほしいわ。

雨宮　　　でもこれでよくなるかもね。

稲村　　　看板くらいじゃだめだね。猫は集まったままだし。

佐伯　　　そこで、みんなに来てもらったの。みんなも猫を追い払う
方法を考えてみて。

学生たち　うん。

佐伯　　　ボランティア同好会の名にかけて、この公園の衛生問題を

解決するわよ。

学生たち　オッケー！

学生たち去る。途中からブッチ、トラが出ている。

学生たちが完全にいなくなったのを確認して…。

トラ　　　なんか、嫌な感じだったね。

ブッチ　　うん。ゆうべはご飯置いていってくれなかったし。なんか
変だよ。

トラ　　　カリカリ～。

　ボスたち出てくる。クロはうなだれている。

ボス　　　我慢しな。そんなこと言っている場合じゃないだろ。

ブッチ　　きっと帰ってくるよ。

ボス　　　無理だろうね。車で連れて行かれたんだろ。

トラ　　　遠くからでも帰ってくるよ。

シロ　　　お母ちゃん、弱ってたから。弟たちもいたし。

チビ　　　…。お母ちゃん。帰れないの？

猫たち　　…。

チビ　　　お母ちゃんに、会えないの？

猫たち　　…。

チビ　　　お姉ちゃん、ねえ。

ボス　　　…このチビをどうすんだい。お母ちゃんがいないんじゃ、
お乳も飲めないだろ。

ブッチ　　あたしのご飯を分けてあげるよ。

ボス　　　馬鹿だね。お前くらい大きくなるまでは、お乳が必要なん
だよ。

チビ　　　お姉ちゃん。お腹すいた。

シロ　　　なんとかするから。

ボス　　　あたいも今はお乳が出ないからね。仕方ないね。行くよ、
ブッチ。

　ボス・ブッチ去る。

チビ　　　お姉ちゃんお腹すいたよ。

シロ　　　待ってて。お姉ちゃん、なんか探してくる。

トラ　　　僕も！

　シロ・トラ去る。クロ、チビに寄り添う。中学生出る。

中学生１　だれもいない？

中学生２　いないいない！

中学生１　じゃーん、これ！

中学生２　新製品？

中学生１　期間限定特別バージョン。

中学生全　『ポリッツ・初恋味』

中学生２　恋の味。

中学生１　ってどんな味？

中学生３　ちっちっち。君たちは恋を知らんのかね。甘酸っぱく、
とろけるような味だよ、きっと。

中学生１　さ、食べよ食べよ。

中学生２　せーの。

　同時に食べる。バッタリと倒れる三人。

中学生１　後からくる、このしょっぱさ。

中学生２　なぜかしら。涙が出るの。

中学生３　辛すぎて、胸がドキドキする。

中学生全　まずすぎる！

中学生３　なにこれ。

中学生２　初恋の味～？

中学生１　味濃いだけじゃん。

中学生全　ありえなーい。（捨てる）

中学生３　ああ、こんなの食べたら、また思い出しちゃった。

中学生１　失恋は痛いね～。

中学生３　全部あいつのせい。友達だと思ってたのに。

中学生１　よくある三角関係じゃん。

中学生２　逆恨みはこわいこわい。

中学生３　うるさい。なんで高橋くん、敦子の方がいいって言うの～。

中学生１　敦子は断ったんだし、いいじゃん。

中学生３　だから余計にムカつくの！（去る）

中学生１２　ちょっと、待ってよ！（追いかけて去る）

　クロ、お菓子に近寄る。

チビ　　　お兄ちゃん、いいにおいがする。お腹すいたよ。

クロ　　　チビ、こっちこいよ。…どうだ？食えるか？

チビ　　　うえ！辛いよ！ 

クロ　　　がんばってみろよ。

チビ　　　硬すぎて無理だよ。

クロ　　　くそだめか。どうせなら俺たちが食えるもんよこせってん
だ。

チビ　　　あの人たちなんで食べないの？

クロ　　　腹いっぱいなんだろ。捨てるほど喰うもんがあるのさ、
人間は。

チビ　　　お腹すいたね。

　ボスと雌猫が出る。

ボス　　　何すんだい！

雌猫　　　いくら姉御の頼みだって、ダメなものはダメなんだよ！

ボス　　　やろうってのかい？

雌猫　　　こっちだって、自分の子を養うのに精一杯なんだよ！

　雌猫走り去る。ブッチ出る。

クロ　　　姉御。

ボス　　　やっぱりだめだね。誰も自分の子供以外、育てはしないよ。

クロ　　　だめか。

ボス　　　まずいね。

ブッチ　　どうしてまずいの？

ボス　　　生まれてしばらくは、一日に何度もお乳を飲まなきゃなら
ないんだ。だいぶ時間が経ってる。

クロ　　　姉御、チビを見ててくれないかな。

ボス　　　どこ行くんだい。

クロ　　　俺も…俺もなんか探してくる！（去る）

敦子がやってくる。ボス、ブッチは逃げるが、チビは動かない。

敦子　　　また捨ててある。もったいない。

（お菓子を一つ残してゴミ箱へ捨てる）

ブッチ　　チビ、こっち！

チビ　　　お腹すいた。動けないよ。

ブッチ　　チビ！

敦子　　　あ、子猫。…どうしたの？元気ないね。…お母さんは？
一人ぼっち？

　咲苗がやってくる。

咲苗　　　おはよう。

敦子　　　おはよう。ね、なんか元気ないの。

咲苗　　　ホントだ。病気かな。

敦子　　　お母さんとはぐれたのかも。

咲苗　　　大丈夫じゃない？ここ、たくさん猫いるし。

敦子　　　猫は群れを作らないから、ほっとかれちゃうよ。

咲苗　　　そうなんだ。

敦子　　　どうしよう。私のせいかも。

咲苗　　　なんで？

敦子　　　私ね、ここの猫に餌をあげてたでしょ？それが、こんな
看板が作られてて。

咲苗　　　ホントだ。昨日はなかったのに。

敦子　　　しかも、裏に住んでるって人に怒られちゃった。餌やるな
って。

咲苗　　　げ。マジで？

敦子　　　いろいろ訊かれて、怖くなって逃げちゃった。

咲苗　　　そんな人いるんだ。

敦子　　　臭いとか、不衛生とか、近所迷惑って言われたよ。ねえ、
私が餌やらなかったから、お母さん猫、いなくなっちゃっ
たのかな？

咲苗　　　きっと大丈夫だよ。学校行こう。

敦子　　　行きたくない。それに置いていけないよ。

咲苗　　　じゃあさ、放課後ソッコーで見にこよう？ね？

敦子　　　…うん。

　敦子たち行きかけると、メソとすれ違う。

咲苗　　　あ、猫だ。お母さんかな？

敦子　　　違う。見かけないコだ。

咲苗　　　なんかフワフワしてる。

敦子　　　アメリカンショートヘアだよ。飼い猫じゃないかな。

咲苗　　　ね、前から聞きたかったんだけど、どうしてそんなに猫
好きなの？

敦子　　　…動物はさ、裏切らないじゃない。（去る）

咲苗　　　敦子！（去る）

　メソ、一本残ったお菓子に近づく。

メソ　　　お腹すいた。

ブッチ　　一人占めしないでよ。

メソ　　　僕がこんなもん、食べるわけないだろ。

ブッチ　　ホントかな～？ね、あたしにも分けて。

ボス　　　やめときな。

ブッチ　　でも、チビが食べられるかも知れないよ。

ボス　　　チビには無理だよ。そこのやつにくれてやりな。

メソ　　　だから！僕はゴミなんか！ちょっとにおい嗅いだだけなん
だよ。

ボス　　　あんた、そこの窓のやつだろ？

メソ　　　…。僕のママ、見なかった？

ボス　　　知らないね。

メソ　　　ママ、僕を忘れて置いて行っちゃったんだ。

ボス　　　はは～ん。そうか。

メソ　　　知ってるの？ママはどこ？

ボス　　　おまえ、捨てられたんだよ。

メソ　　　え？

ボス　　　おまえ、首に輪っかつけてなかったかい？

メソ　　　…つけてた。でも、ママが、外した。

ボス　　　どこにでも、行っちまえってことさ。

ブッチ　　お母ちゃん、この中静かだ。誰もいないよ。

ボス　　　お前の飼い主は、遠いとこに行ったのさ。

メソ　　　そんな！ママが僕にそんなことするわけないだろ！ねえ、
ママ！帰ってきてよ！

ボス　　　勝手な人間の都合ってやつさ。よく聞く話だよ。

メソ　　　…。

チビ　　　お腹すいてるの？

ブッチ　　これ、食べていいよ。

メソ　　　そんな汚いもん食べるか！

ボス　　　汚いって言うんじゃないよ！このチビみたいに、食べ物が
無くて苦しんでる奴もいるんだ。お前はゴミ漁ってでも餌
をとりな。生きていくならね。

チビ　　　お母ちゃんがいなくなっちゃたの？

メソ　　　…。

チビ　　　ボクも、いなくなっちゃったんだ。

ブッチ　　チビ。

チビ　　　会いたいよね。

メソ　　　…うん。

五場

　静かな音楽。夕方の公園。クロ出てくる。餌が見つからなかったことを
伝える。シロも戻ってきて、同様の様子。そこに稲村以外の学生出る。
手に大きな袋を持っている。

雨宮　　　ねえこんな袋で捕まるの？

佐伯　　　捕まえるの！法律的に役所は捕獲できないって言うんだか
ら。

長谷川　　一般人が捕まえるのはいいの？

佐伯　　　いいんだって。こないだも親子の猫を保護して、保健所に
届けた人がいたらしいの。

雨宮　　　保護ねぇ。でも、保健所なんでしょ？

佐伯　　　まあね。

瀬戸　　　会長、私も見せたいものがあるんだけど。

佐伯　　　（紙を見て）猫よけ対策。

瀬戸　　　調べたら、同じ被害に遭ってる人けっこう多いみたい。

長谷川　　ふーん。いろんな方法があるんだ。

瀬戸　　　ね、稲ちゃんにも見せてさ、試してみない？

佐伯　　　賛成。

雨宮　　　早く稲ちゃんの家行こうよ。

佐伯　　　うん。ボランティア同好会の名にかけて、今日こそ猫を
追い出すよ。

学生たち　うん。

　学生たち去る。二人組の男が出てくる。

男２　　　そんなイラつくなって。

男１　　　そもそもケンカ売ってきたのは向こうなんだ。

男２　　　お前、やりすぎ。このごろ、どうしたんだよ。ケンカばっ
かして。

男１　　　なんかイライラするんだよな。

男２　　　それはわかる。なんかつまんないよな。

男１　　　なあ、これ撃ってみない？（エアガンを出して）

男２　　　おおー。

男１　　　兄貴から借りたんだ。

男２　　　すげー。

男１　　　撃ってみようぜ。（ゴミ箱などをねらい打ち）

男１　　　気持ちいいな。撃ってみろよ。

男２撃つ。敦子出る。

男１　　　なあ、動いてるもん、撃ってみようぜ。

男２　　　何撃つんだよ。

男１　　　見てろって。（ブッチを撃つ）

ブッチ　　痛い！

男１　　　よし！

男２　　　うわ、かわいそ～。

男１　　　すっきりするぜ。

男２　　　（敦子に気づく）おい、あっち。もう行こうぜ。

男１　　　くそ。わかったよ。おう、お前、言うなよ。

男たち去る。入れ替わりに咲苗登場。

咲苗　　　敦子！猫いた？

敦子　　　私、見てたのに、止められなかった。

咲苗　　　どうしたの？

敦子　　　また何も言えなかった。

咲苗　　　何が？

敦子　　　ひどすぎるよ！（去る）

咲苗　　　ちょっと、敦子、待ってよ！（去る）

ボス　　　ブッチ！

ブッチ　　痛いよ。なんで…

ボス　　　許せない。

シロ　　　あたしたちが何をしたって言うの？

ブッチ　　何にもしてないよ。

シロ　　　じゃあ、なんで？

クロ　　　…気まぐれだよ。

シロ　　　気まぐれ？

クロ　　　ブッチだけじゃない。お母ちゃん達が捕まったのも、こい
つが捨てられたのも。ただ邪魔だったんだ。

メソ　　　ボクが、邪魔だった？

クロ　　　俺たちにいてほしくないのさ。

シロ　　　それで、チビまでこんな目に遭うの？…勝手すぎるよ。

ボス　　　あたい達を何だと思ってんだ。

トラ　　　ねえ、もっと安全な所に行こうよ。

ボス　　　そんな所、どこにあるんだ。

トラ　　　でも、なんか嫌な感じがするんだよ。

ボス　　　縄張り離れて、やっていけるのかい。

トラ　　　…。

クロ　　　姉御、俺たち、なんとかしようぜ。

ボス　　　人間相手にどうするんだい。

クロ　　　この縄張りにいる仲間を集めてくれよ。

ボス　　　無理だよ。なにができるっていうんだい。

クロ　　　このまま黙って追われるのかよ！ブッチもやられて、悔し
くないのか！

ブッチ　　お母ちゃん。あたし、悔しい。

クロ　　　ここは、俺たちの住みかだ。人間だけじゃない。俺たちの
場所なんだ！

ボス　　　…わかった。仲間を集めればいいんだね。

猫たち　　姉御！

ボス　　　（うなずく）

　

音楽。猫たち、公園中央に座り込みをはじめる。佐伯、雨宮、瀬戸、
長谷川が出てくる。

佐伯　　　急に猫が増えてるね。

長谷川　　なんか、怖いね。

佐伯　　　ひるんじゃダメよ。捕まえて！

　人間たち、袋で捕まえようとする。混戦模様。

雨宮　　　なんなの、この猫たち。

瀬戸　　　会長なんとかして！

佐伯　　　オッケー。ダーリン。

　マッチョとリーゼントが出る。

佐伯　　　ビシッと、お願い。

　マッチョとリーゼント近づく。

トラ　　　なんか、怖いよ、この人。

ブッチ　　おかあちゃん。

ボス　　　隠れてな。

　マッチョ、リーゼントおもむろに猫じゃらしを出す。

猫たち　　ねこじゃらし～！？

マッチョ　さあ、こっちだ。

クロ　　　耐えろ！惑わされるな！

シロ　　　うん！大丈夫！

ボス　　　子供だましだね！こんなのにだまされる…

シロ　　　トラ！

トラ　　　身体が、勝手に…

マッチョ　さあ、こっちへおいで（去る）

トラ　　　だめだ～（ついていく）

猫たち　　トラ～！

学生たち　効いたよ。

雨宮　　　すごい！

シロ　　　どうする？クロ！

クロ　　　こっちも反撃だ！

　　　　
一列に並ぶ猫。近づく人間。

クロ　　　いまだ！砂嵐作戦！はじめ！

　一斉に後ろ足で砂をかける猫たち。人間達さわぐ。

雨宮　　　砂が目に入る～。

佐伯　　　いったん退却よ！

猫たち　　やった！

クロ　　　このまま総攻撃だ！いけーみんな！

　猫たち、思い思いに攻撃をする。ボスが人間と戦う間、トラが戻ってくる。

トラ　　　姉御！

ボス　　　無事だったのかい？

トラ　　　ボク、あのユラユラに勝ったよ！ボクだってやれるんだ！

トラとボスにやられ逃げる人間。シロとクロも組んでそれぞれ決闘。

そして再び集まる猫。

クロ　　　みんな無事か？

ボス　　　追い返してやったよ。

シロ　　　クロすごい！

トラ　　　かっこいい！

ボス　　　いままでのあんたじゃないみたいだね。

クロ　　　俺たちをなめるなってんだ。

猫たち　　にゃーはっは！

　喜ぶ猫たち。チビを探すシロ。

シロ　　　チビ、もう大丈夫だよ。チビ？チビ！

　

駆け寄る猫たち。

シロ　　　ぐったりしてる！目を開けて！

チビ　　　…お腹…すいた。

シロ　　　チビ！

チビ　　　…寒いよ。

クロ　　　チビ！

チビ　　　お母ちゃんに、会いたい。

トラ　　　チビ！

チビ　　　ご飯…食べたい。

ボス・ブッチ　チビ！

チビ　　　もっと遊びたかった…

猫たち　　チビ！

シロ　　　やだ、頑張って、チビ！しっかりして！ 

　人間たち登場。

佐伯　　　もう一度行くよ！

ブッチ　　また来たよ！

ボス　　　こんな時に！

　猫たち、威嚇を始める。人間たち手を出せない。

クロ　　　もう、一押しだ！

ボス　　　みんな、引っかいてやりな！

稲村　　　ごめん！みんな遅れた！

学生たち　稲ちゃん！

稲村　　　これでも喰らえ！

　ソデから「またたび」が投げ込まれる。

シロ　　　なんなの、これ。

猫たち　　またたびだ。

ボス　　　身体の力が、

ブッチ　　なんか、変な感じ～

クロ　　　まずい、俺も…

学生たち　やった！

稲村　　　猫よけ対策してきたの！まあ、見てて！

稲村、霧吹きをかける。猫たち、逃げる。

雨宮　　　ちょっと、それ、毒？

稲村　　　まさか、無害無害。猫の嫌いなにおいがするだけよ。

瀬戸　　　すごい！

佐伯　　　さあ、こっちにも撒いて！

　稲村、もう一度霧吹きを構える。

ブッチ・トラ　クロ…。

クロ　　　もうだめだ…。

そこに敦子登場。

敦子　　　待って！…待ってください。

瀬戸　　　なに？この子。

佐伯　　　餌やりの子だ。（敦子に）かわいそうって言いたいの？

敦子　　　あの、そうじゃなくて。

稲村　　　…あのね、私も猫が憎いわけじゃないの。でもね、住んで
　　　　　る人にとっては…。

敦子　　　弱ってる子猫がいるんです。

稲村　　　子猫？

敦子　　　もう、餌はやりません。たくさん集まってきちゃって、
迷惑かけてすみません。餌をやらなければ、猫は来なくな
ると思います。

雨宮　　　確かに。餌がないんじゃ、減るかも。

敦子　　　でもこの子たちは捕まえたりしないでもらえませんか？
この猫も生きてるんです。私のせいで…

佐伯　　　ちょっと、どうする？ 

敦子　　　お願いします。

稲村　　　様子みることにする。会長、それでもいい？ 

佐伯　　　稲ちゃんがいいなら。みんなもいいよね？

学生たち　うん。

　人間達去る。敦子、チビに近寄る。

敦子　　　…ぐったりしてる。どうしよう。ウチで飼っていいって、
やっと許してもらえたの。だからお願い。頑張って！ 

暗転

六場

音楽。明るくなるとトラとシロがいる。

クロ　　　シロ！ごちそうだぜ！（出てきて）

シロ　　　今日はなに？

クロ　　　にぼしちゃんだ！

シロ　　　また～？

　メソ出てくる。

クロ　　　それにな、今日はこいつも獲ったんだぜ。

トラ　　　ホントに？何を獲ったの？

メソ　　　でっかいバッタ。

クロ　　　な、俺が教えたんだからな。

シロ　　　汚い物は食べないんじゃないの？

メソ　　　うるさいな。

トラ　　　下品って言ってたのにね。

メソ　　　うるさい。…だって、しっかり食べてかなきゃ。チビに
悪いだろ。

　そこに中学生が登場。三人そろってジュースを一口飲む。そこに

敦子と咲苗も出てくる。

中学生たち　ありえなーい。

　中学生たち、中身を捨てる。

敦子　　　あのさ。

中学生　　！

敦子　　　前から思ってたんだけど、もったいないから買うのやめれ
ば？

中学生１　急になによ。

敦子　　　食べたくても食べれなくて、死んでく子だっているんだよ。

それに、違反だし。

中学生３　ちょっと、うちらにそんなこと言うわけ？

敦子　　　言っても言わなくても、同じでしょ。

中学生２　ね、行こう？

中学生１　う、うん。

　中学生たち去る。

咲苗　　　敦子、どうしたの？

敦子　　　ねえ咲苗、これ見て。

咲苗　　　「地域ねこ対策」

敦子　　　地域によってはね、餌をやってもいい所を設けたり、野良
猫を保護して増やさないようにしたり、猫とちゃんと共存
していこうとしている町もあるんだって。

咲苗　　　へえ！この地域は、どうなの？

敦子　　　（否定）私ね、ここで餌をやって、猫を守ってる気になっ
てたんだ。でもそれは、ほんの一握りで…きっとそれ
じゃダメだったんだよ。

咲苗　　　うん。

敦子　　　でもね、これを見て、これだ！って思った。

咲苗　　　猫と暮らせる町かあ。

敦子　　　私は、まだ中学生だけど、いつかこういうふうにしたい
なって思った。だから、これからははっきり言えるように
なるの。

咲苗　　　すごいよ敦子！急に変わったからびっくりしちゃった。

敦子　　　拾った猫がさ、最期まで鳴いてたの。きっとお母さんを
呼んでたんだと思う。だんだん弱りながら、ちっちゃい
身体でね、ずっと鳴くの。もっと生きていたい、頑張りた
いって、最期の最期まで鳴き続けるの。…それ見てたらさ、
いろんなこと、あきらめかけてた自分が、恥ずかしくなっ
ちゃった。

咲苗　　　そっか。

敦子　　　私、もっとがんばる。

咲苗　　　がんばれ。敦子。

敦子　　　うん。学校、行こうか。

咲苗　　　急がなきゃ。走るよ、敦子！（去る）

敦子、ゆっくりと歩きだす。音楽高まり、幕。

【作者の言葉】
　この劇は、子どもたちが遊んだり、大人たちの社交場となったり、そんなどこにでもある街の公園が舞台です。しかし、そこに訪れるのは人間たちだけではありません。劇中では猫が登場しますが、鳥や虫達も含め、さまざまな生き物が存在するのです。たくさんの生き物が共生する権利がある場所なのです。それなのに、人間の都合で排除されたり、保護されたり、時には虐待を受けたり、という生き物を巡る問題が、現実にたくさん起こっています。都会の街中で、人間と動物とが真に「共生」するとは何かということを、この作品を通して考えていただければと思い、この劇が生まれました。

　劇中には、猫たちの周囲に、同情心からエサを与える少女と、その結果、迷惑な問題に悩まされている住民、安易にペットを欲しがる小学生と軽い気持ちで動物を傷つける少年、飼い主の都合で捨てられる家猫が登場しますが、これらはどれも実際にある問題です。今回はエアガン少年たちが登場しましたが、この劇に挑戦する人によって、その時々の身近な問題を書きかえて、組み立てることも可能だと考えています。また、作品中には、二十三人もの登場人物が登場しますが、上演時の部員の人数の都合でこれだけのキャストが生まれました。ですから、皆さんの状況に応じて、二役演じたり、または登場人物を減らしたりと工夫して対応してくださって構いません。作者としては、猫の餌やり問題を核とし、最終的に「共生」を考えた構成になるならば、たくさんのバージョンの「ぼくらの住みか」が生まれる可能性があると感じています。

　最後に、劇づくりのヒントとして、いくつか。

猫たち…猫の動きを研究し、身体で表現する楽しさがあります。全てを四つ足で動くのではなく、例えば猫たちだけの場面では二足歩行にするなど、人間がいる場面との差をつけるといいでしょう。人間と向き合ってお互いに立つと、どうしても大きさへの違和感を感じます。離れた位置に配置したり、人間を高いところに立たせたりと、工夫をするといいと思います。ダンスや、闘いの場面では、猫の躍動感を出せるといいと思います。

学生たち…「猫が嫌い」というのではなく、「猫に迷惑をしているからなんとかしたい」という気持ちを表現してください。人間たちは、決して悪役ではなく、それぞれの都合や、思いがあって行動しているのです。（ちなみに、役者の雰囲気で「ボランティア部の学生たち」になりましたが、当初は近所の主婦という設定でした。）

敦子…友人関係に悩み、それを癒す存在として猫たちがいました。生き物は、命の尽きる最期まで諦めないで生きようとします。その「チビ」の様子を目の当たりにすることで、何かを受け取り、心の成長をすることができました。ラストシーンの長台詞では、猫の死への悲しみだけでなく、チビから受け取った心の強さも表現できるよう練習しました。
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